
第５章 目標別の施策の展開 

基本目標２ 認め合い、支え合い、助け合えるまち 

基本施策１ 地域交流と居場所の充実 
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□ 主要な取り組みの概要 

≪自助≫ 

市民 が取り組むこと  

● 誰もが参加しやすい環境づくりのため、集合場所や活動内容への配慮に努めます。 

● 多様な活動で利用できるよう、施設の適正な利用に努めます。 

 

≪互助・共助≫ 

地域 が取り組むこと  

● 地域でのつながり意識を高めるため、あいさつや声かけなどの他に、地域のまつりや行事に

取り組み、交流に努めます。 

● 社会福祉施設の利用者との交流や、地域行事への参加の呼びかけなど、地域の一員として

社会福祉施設や施設入所者と交流します。 

 

福祉団体・事業者など が取り組むこと  

● 地域の団体間の連携を図り、より多くの利用者の交流の機会づくりに努めます。 

 

社会福祉協議会 が取り組むこと  

● 社会福祉協議会支部による「ふれあい・いきいきサロン」「子育てサロン」「ひとり暮らし高齢

者食事サービス事業」などの活動と、地域住民が運営する「地域サロン」への支援を通じ

て、地域交流やふれあいの場の充実を図ります。 

  

地域の人たちが集い交流するサロンです。 

参加する方々と運営するボランティアが自由な発想で企画し、 

自主的に運営する地域の特性を活かしたサロン活動です。 

 食事会・茶話会・おしゃべり・情報交換をはじめ、 

参加者が先生となって手芸・趣味活動、歌やゲームやレクリエーション活動で親睦を

深めたり、世代間交流の行事や健康体操や健康チェックなど、活動の内容は各支部に

より異なり多岐にわたります。 

16 地域のすべての支部で「ふれあい・いきいきサロン」活動は行なわれています。 

コラム ふれあい・いきいきサロン 
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